
北京版西蔵大蔵経の開版について

矢 崎 正 見

は じ め に

いわゆる北京版西蔵大蔵経とよばれるものには,1410年,明 の成祖代,永 楽8年 開版 とされる

永楽版と,1600年 代の初頭,同 じく明代の神宗治下に開版 されたといわれる万暦版 と,さ らに,

康熙帝治下の康煕版が存する。これら三版のうち,永 楽,万 暦の二版は既に現存せず,永 楽版に

ついては,い わゆるナルタン(Snar-than)古 版の覆刻 ともいわれ,ま た,万 暦版にあっては・そ

の開版の年代に関 しても,な お不詳の点がある等,こ れ ら三版の北京版については,ナ ルタン・

デルゲ(.一 ・・)及 びラサ(Lha-sa)版 等のチベッ ト本土内で開版されたものに比 して・ その

成立が中国においてなされたものであるだけに,三 版それぞれに,そ の開版の経緯等について・

考察すべき点が多々,存 しているのが現状である。が,本 稿においては,い わゆる康熙版の開版

に関 し,そ れがなされた前後の清朝の状況から考察 して,そ の開版の由って来るところにつき,

若干の究明をしようとするものである。

1

康 煕 版 の北 京 版 西 蔵 大 蔵 経 の 開版 年 次 は,現 存 す る該 大 蔵 経 の序 文 等 に記 載 さ れ て い る年 号 に

よれ ば,甘 殊 爾 部 の 「御 製 番 蔵 経 序」 が 康煕23年8月23日,同 じ く 「請 序蹠 」 が 同22年8月18日

奉,「 覆 請 序疏 」 が 同9月 初1日 奉,丹 殊 爾部 の 「御 製 序 文 」 が 雍 正2年 閏4月24日,こ れ に対

す る 厂請 序疏 」 が 同 じ く4月15日,「 総 目後 序 」 が大 清 雍正2年 秋1)と,そ れ ぞ れ記 され て い る

か ら,甘 部 が 康 熙22年(1683年),丹 部 が 雍 正2年(1724年)頃 の 開版 と見 て よろ しい で あ ろ

う。

甘 殊 爾 部 の開 版 され た17世 紀 の80年 代 か ら,丹 殊 爾 部 が 開 版 され た18世 紀 の20年 代 まで の,約

半 世 紀 聞 に,チ ベ ッ トの歴 史 は どの よ うな 動 き をな して い た か とい うな ら,甘 部 の 序 が 書 か れ た

前 年 の1682年 は,先 きに 蒙古 王 固始 汗(iKu-sri-ge-gen)か ら主 権 を贈 られ て 名 実 共 に法 王 即 国

王 とな った5代 ダ ラ イ,ロ サ ンギ ャム ツ ォ(Blo-bzanrgya-mtsho)が 死 去 した 年 で あ り,次 の

第6代 ダ ラ イ,ツ ァ ンヤ ンギ ャム ツ ォ(Tshans-dbyansrgya-mtsho)の 治 下 に は,オ イ ラ ー ト

(瓦刺,衛 拉持)蒙 古 の ラ ツ ァ ン(Lha-bzan)汗 が チ ベ ッ トに 侵 寇 し,こ れ を追 討 しよ うとす

る ジ ュ ンガ ル(準 嘱爾)王,ツ ェワ ン ・ア ラ ブ タ ン(Tsewangarabdan)の 入 蔵 と,こ の争 い に

乗 じて,7代 ダ ラ イ,ケ サ ン ギ ャム ツ ォ(Bskal-bzanrgya-mtsho)を 雍 立 し,こ の 乱 を平 定 し

た 康 煕 帝 の動 き な どが あ った 。 さ ら に,1720年 代 には 駐 蔵 大 臣の 制 が 設 け られ,清 朝 に よ る チベ
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ットの内政に対する干渉も行われ,こ こに,チ ベ ットは清朝の事実上の属領 となったのである。

すなわち,こ れ らの事柄か ら総括的に見るなら,こ の半世紀はチベ ットにとっては元朝以来の蒙

古民族 との親交が,殆 んどその流れを断たれ,清 朝に対す る隷属へと,そ の対外的交流の推移を

余儀な くされた時期と云えるのである。

一方,中 国本土において,漢 民族にとっては外来の異民族である満洲王朝の清朝は,同 じく,

この時期にどのような動きを展開したのであろ うか。周知のように,清 朝はもと,中 国北東部の

いわゆる東北(Tungpei)の 地に興起 した ツングース(Tungus)系 の女真(ま たは女直,Djur-

chin,Djurchi)に よって,漢 民族に対する征服王朝として建国されたものである。歴代王朝中,

最後の王朝ではあるが,そ の領有する地域は中国史上最広の領域を占める一大王朝 として,中 国

本土に君臨 したのであった。が,前 記,半 世紀問においては清帝国の外交 ・内政両面に亘って,

必ずしも平穏な道を歩いた訳ではなかった。すなわち,雲 南の平西王呉三桂を中心 とする,い わ

ゆる三藩の乱が起ったのが康煕12年(1673年)で,足 掛け9年 に及ぶこの乱が呉三桂の死とその

孫,呉 世瑠の自殺,雲 南城の陥落によって平定されたのが康熙20年(1681年)で,一 時は雲南,

広西,陝 西等南部十省にも及ぶ一大反乱を迎えたのはこの頃であった。また,三 藩の乱に引きつ

づいて,こ の乱に呼応 した台湾の鄭氏追討の軍を起 し,鄭 成功の子,鄭 経が40歳 で 康煕20年

(1681年)に 病没 した後,鄭 氏の内紛に乗 じてこれを降伏 させたのも,こ の頃であった。さらに,

外蒙の地にジュンガル部のガルダン(臈 爾丹)を 平げたのが康煕29年(1690年),ま た,清 朝の

成立に伴 って満洲人が北京に入 り,黒 竜江一帯の地か ら満洲族の人口が稀薄 となったのにつけ入

ったロシヤとの争いは,三 藩の乱平定に引続いて行われ,か のネルチンスク(Nerchinsk,尼 布

楚)条 約が締結 されたのが康熙28年(1689年)で あった。 さらに又,前 述のチベ ット遠征等の外

征に日を送るのが清朝の現実であったが,一 方,清 朝自体の内政の上からは康熙61年(1722年)

の末,康 煕帝が死去するや,そ の第4子 たる雍正が帝位についたが,前 帝の康熙が男子だけでも

35人に及ぶ嗣子を有するとい う子福者であ り,そ れらの嗣子達は何れも帝王の位いを窺y・,新 帝

たる雍正の失脚を望んでいたので,雍 正が皇帝として先ず しなければならなかった事は,兄 弟中

の不平分子との戦いであった。すなわち,そ の弟達の うち,第12子 の弟を平民に下げ,第13子 の

弟ならびに第17子 の同母弟をそれぞれの理由によって監禁 し,つ いには死に到 らしめる等の挙に

出たのであった。そ して,こ のような兄弟相剋があったからこそ,雍 正帝が腐心 して,後 継問題

に関する紛争を取除 く方法 として作 り上げたのが,か の太子密建の法2)で あったのである。この

ような外交,内 政に亘る清朝のはげ しい動 きの上に,康 煕 ・雍正の両帝が,明 朝の滅亡後,つ ね

に忘れずに心掛けねばならなかった事は漢民族の平定 ・鎮撫であった。この事が完全にな し遂げ

られない限 り,清 朝は中国本土にその居を根おろ して,中 国における統一王朝としてはな り立た

なかった訳であるから,武 力による周辺四境の掌握にも増 して,漢 民族の慰撫平定は至上命令 と

して重 く清朝の上にのし掛 っていたのであ った。

兎も角 も,北 京版が開版された当時におけるチベッ ト・中国両国の国情は概観すれば以上のよ

うな状況下にあったが,清 朝の如何なる意途のもとに,如 何なる歴史的プロセスを経て,北 京版
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の開 版 が な され た のか,以 下,さ ら に稿 を進 め る こ と と しよ う。

2

北京版大蔵経甘殊爾部の`御 製番蔵経序:Rgyal-pohimdsad-pohibod-kyibkah-hgyur-gyi

hbri-sbyans'の 文末には"太 皇太后 ・皇太后両宮の景福を祈 り,万 姓に大いなる功徳が与えられ,

教法が一切に潤 うことを願い,こ の蔵経の完成を讃嘆 して序文 とする"旨 が誌 されている3)。 も

とより,こ の文章はいわゆる定型化された形式的な表現であ り,康 熙帝にとって真実,望 む点と

いえば,母 に当る世祖順帝の妃 と,祖 母である太宗皇太極の妃に対する追福作善はあったであろ

うが,た だ,そ れだけを目的として,チ ベ ット大蔵経の甘丹両部開版とい う大事業に着手 したと

は考えられない。それがチベ ット大蔵経の開版であるがゆえに,直 接的には,清 朝の対チベ ット

政策を目的としてなされた事は容易に窺える処である。そこで,清 朝がこの事業を対チベ ット政

策の一環として行ったと見るな ら,そ の実態は如何なるものであ ったのであろ うか。

清朝がチベ ット大蔵経の開版を行 った事は,直 接的には清王朝のラマ教に対する宗教的理解を

内外に顕示することとなる訳であるが,国 内は兎も角も,遠 い辺境の地であるチベ ットにまで,

この事が簡単に知れ渡るとは考えられない。高級のラマ達や,あ るいは一部の官僚のなかにこれ

を知るものがあったとしても,大 多数のチベッ ト人達にこの事実が浸透するとい う事は,当 時の

清蔵両国間の交流,地 理的な距離などから考えて,到 底不可能なことであったであろう。 とする

なら,清 朝の意途する処は,チ ベ ット大蔵経の開版によって,単 に,チ ベ ット人達に清朝のラマ

教に対する傾斜を示すという,宗 教的な面のみを目的 とするものではなかった筈である。その真

意は,こ れを外交政策の一環 として行った処にあるのではなかろ うか。すなわち,そ の外交政策

とは,一 言でい うなら蒙蔵離間策であった。

前述の如 く,1680年 代から1700年 代の初頭に掛けて,チ ベ ットは元朝以来の親蒙古の形態から

親清朝へと,そ の対外政策を変移 して行 ったのであるが,こ の事は前述の如 く,必 ず しもチベ ッ

ト自体が選んだ道ではな く,こ のように清朝の偉大な武力によって余儀な くされ牟ものなのであ

った。すなわち,こ の期間中,蒙 古民族の手がチベ ットに伸びれば,清 朝は必ずこれを排除すべ

く兵 をチベ ットに進めているのである4)。チベ ット自身にとっては,特 にチベットにおいて,ダ

ライラマを裏楯として,こ れの摂政 とな り,政 治上の実権を握ろうとする者達,な らびに,こ れ

らを取 りまいて政治の表面に出ようとする,い わゆる群雄達にとっては,従 来,狎 れ親 しんで来

た蒙古民族,特 にその故地と民族間にラマ教の侵透 している5)蒙古民族中の最強の部族 と手を結

び,対 清連合軍を結成することこそ,望 ましい形態であった。そ して,こ の事が清朝にとって,

その辺境鎮撫政策上の障害 となるからこそ,清 朝はこれを打破 して自らチベ ット親政を行 うか,

あるいは自己政権の傀儡となり得るような高僧ならびにその摂政,あ るいは同 じく辺境民族であ

る蒙古民族中の特定の種族によって,チ ベ ット政策を代行せ しめようと意途 したのであった。今,

このような清朝の動きについて,史 実 と目される事柄を,魏 源の`聖 武記'巻 第5国 朝撫綏西蔵

記上のなかに探れば,以 下のような記述を見出すことができるのである。
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et(康熈)二 十一年
,第 五世達頼卒す。第 巴は国事を専にせん と欲 し,秘 して喪 を発 せず,偽 りて云 う,達

頼 は入定 して高閣 に居 り人 を見 ず,凡 た事は達頼の命 を伝えて之 を行 うと。是 よい益,横 な り。 ……準喀爾

を唆 して,以 て中国 と闘わ し,又,外 は策妄に構 え,内 は拉 蔵汗 と鬩 ぎ,準 兵,蔵 に寇するの禍 を招 く。凡

そ,西 北 の擾孃数十年,皆,第 巴一・人の致す所 な り。"

と,5代 ダ ラ イの摂 政 と して,そ の 威 勢 をチ ベ ッ ト国 内 に ふ る った第 巴 桑結(Sans-rgyasrgya-

mtsho)を 西 北 部 一 帯 にお け る騒 乱 の 根 元 と極 め つ け ,こ れ と結 ぶ 臈 爾丹(Galdan)の 手 が チ ベ

ッ トに伸 び る事 を阻 止 す る事 を 目的 と して,臈 爾丹 と喀 爾 喀(Kharkha)部 との 紛 争 を和 解 せ し

め た 後

更第 巴は奏 して嚆爾丹西勒図を して蒙古に往 か しめて云 う
,剌 麻坐状 者は西 勒図 と為 す と。蓋 し達頼の大弟

子 なれば な り。而 して,喀 部哲 卜尊丹 巴も亦,詔 を奉 じて,盟 壇に藩み,西 勒図 と並 坐す。嚆爾丹は其族 人

を して之に随 わしめ,釁 を観 て,因 て喀部が達頼 に侍す るを責 め,礼 を加 う無か ら しめ,以 て之 を詬 責す。

土謝図汗 の殺 す所 と為 る。臈 爾丹は遂 に讎 を報 ずるを以 て名 と為 し,其 部 を襲侵 す。喀 爾喀 は東 走す。聖 租

は達 碩に 申命 し使 を遣 わ して兵 を罷 め しむ。第 巴は済隆胡土克 図を して往か しめ,反 て陰 に之を嗾 す。二十

九年,遂 に漢 薯に入 寇す。我 兵は之 を鳥 闌布通 に敗 る。嚆爾丹 は済隆 に託 し,代 りて和 を乞い,頂 仏立誓 し

て遁 る。第 巴は内に慚ず。乃 ち達頼の意 に託 し,青 海 ・蒙古及 び厄魯特 の各 台吉 を合 し,尊 号 を上 る。聖祖

受 けず。屡,京 師の剌麻 を遣わ し,入 蔵 せ しめて之 を探 る。……三十五 年,聖 祖,親 か ら嚆爾丹を征 して克

魯倫河 に至 る。嚆爾丹敗竄す。……上,謂 く,達 頼 存せば必 ず此事無 し,と 。乃 ち使 を遣 わ し第 巴桑 結に書

を賜 う。……第 巴桑結は惶恐 して,明 年,密 に奏 言す。 ……第五世達頼 刺麻 は壬 戌の年 に於 て示寂 し……唐

古特民人の変を生ぜんこ とを恐 れ,故 に未だ喪 を発せず,と 。"

そ して,外 部 か ら桑 結 と結 ん で チ ベ ッ トを ね ら う ジ ユンガ ル(準 嚆 爾,Zungar)部 の長,嚆

1丹 に 対 して は,こ れ を親 征 して,つ い に康 煕35年(1696年),討 ち破 った が,チ ベ ッ ト国 内 にあ

って,長 く5代 ダ ラ イの摂 政 の位 に あ った 桑 結 に対 して は直 接,こ れ に手 を下 す こ とな く,

虻四 十 四年
,第 巴は謀 りて拉蔵汗 を毒 して遂げず。兵 を逐わ ん と欲す。拉蔵汗,衆 を集 め討 して第 巴を誅す。

詔 して拉 蔵翊法 恭順汗 に封 ず。"

と,第 巴桑 結 を滅 ぼ した 拉 蔵(Lha-bzan)汗 を賞 して い る ので あ る。 そ して,こ の 拉 蔵 に 対 し

て戦 を挑 む 策 妄(策 妄 那 布 坦,策 妄 阿 拉布 坦,TsewanAraptan)に 対 して 討伐 の兵 を進 め て い

る の で あ る。

{く五十五年十月
,策 妄は果 して台吉大策零敦 多布 を遣わ し,精.,六 千を領 し,… …次年七月始めて蔵 界に達

す。…・・遂 に布達拉 を囲 攻し,其 衆を誘 うて内応 開門 せ しめ,執 えて拉蔵汗 を殺 し,其 妻 子を虜に し,各 廟

の重 器を捜取 して伊犁に送 り,新 達頼 剌麻を札克里廟 に禁ず。西安将軍額 倫待に詔 して軍数千を以て赴援 せ

しむ。……賊 は番衆数万 を脅従 し,其 半を以て河 に拠 って我前を拒 ぎ,… 一相持 する こと月余,糧 尽 き矢竭

く。九月我師覆 る。賊氛益熾な り。青海 ・蒙古 皆蔵 に進 むを憚 る。奏 言す,達 頼刺麻随 地に安禅せば,王 師

遠渉 の労 を免れん,と 。"6)
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以 上 の如 く,チ ベ ッ ト国 内 に お い て は,長 年,5代 ダ ラ イの 摂 政 と して,よ くダ ラ イに よ る チ

ベ ッ ト統 一 に 貢献 し,学 徳 に も政 治 的 な 手 腕 に も共 に 秀 れ て い た と高 く評価 され て い る桑 結 を諸

悪 の根 元 とい い,こ れ と結 ぶ 臈 爾 丹 を親 征 し,桑 結 を滅 ぼ した 拉 蔵 を後 援 し,こ れ に 挑 戦 した 策

妄 を討 伐 す るな ど,武 力 に よ っ て チ ベ ッ ト本 土 を手 中 に収 め る事 に努 力 した 結 果,後 に は兵 を動

か して,こ れ を鎮 撫 す る とい うや り方 で な く,チ ベ ッ ト統 治上 の最 善 の方 法 で あ る,ダ ラ イの 利

用 策 を 中 心 に,ダ ラ イを雍 立 し,こ れ と親 交 す る事 に腐 心 し,最 終 的 に は,駐 蔵 大 臣 の 制 を布 い

て,チ ベ ッ トの隷 属 化 を実 現 した の で あ った。

この よ うな 清 朝 の 動 きは,清 朝 に よ るチ ベ ッ トの 完 全 な 掌 握,す な わ ち,13世 紀 に お け る元 朝

とサ キ ャパ(Sa=skya-pa)の 結 び付 き 以来,長 年 に 亘 る蒙 古 とチ ベ ッ トの 親 交 を阻 止 し,蒙 古 民

族 の 手 が チ ベ ッ トに伸 び る こ とを ひ た す ら防 ぐとい う事 を 目的 と して展 開 した の で あ った。 こ の

よ うな清 朝 の意 途 を 明確 に す る こ と の 例 証 と して,チ ャ ンキ ャ ラマ(章 嘉 刺 麻,Lcan-skya

Bla-ma)14世,ガ ワ ン(Nag-dbanblo-bzanchos-1dandral-bzan-po)z)の 利 用 を挙 げ る こ と

が で き るの で あ る。 す な わ ち,康 熙 は1687年,ガ ワ ン と逢 って 以 来,こ れ を親 任 し,時 に は 前 述

の 臈 爾 丹 と喀 爾 喀 の 紛 争 調 停 に 当 らせ,時 に は 蒙 古 民族 に対 す る ラマ教 の布 教 を一 任 し,6代 ダ

ラ イ の刪 立 に貢 献 せ しむ る等,彼 を親 任 しそ の学 徳 を賞 讃 し,そ の ラ マ僧 と して の徳 行 を尊 崇 す

る一 方 で は,彼 を して清 朝 の対 蒙 慰 撫 使 節 と して利 用 した の で あ った8)。 この 形 態 は,か って,

16世 紀 の 中 葉,蒙 古王 ア ル タ ン(Altan)が3代 ダ ラ イ,ソ ナ ム ギ ャム ツ ォ(Bsod-namsrgya-

mtsho)に ダ ラ イ の称 号 を贈 り,ダ ラ イ ラマ 制 の基 礎 を作 り,同 じ く固 始汗 が5代 ダ ラ イに 対 し

て チ ベ ッ トに お け る統 治 権 を与 え法 王 即 国 王 と して の ダ ラ イ ラマ 制 を 完成 した形 な どを,同 じ形

態 で 踏 襲 した もの に他 な らな い の で あ る。 ガ ワ ン を して 蒙 古 民 族 に 対 す る ラマ教 の 布 教 伝 道 に 当

らせ,そ の成 果 を賞 讃 した 字 句 が ジ クメ(耳jigs-med)の 蒙 古 仏 教 史 に は 次 の如 く記 され て い る。

"Phyihi -tsho-she-dguhi-dpon-chenhbans-bcasdanhal-hahi-ja-saglna-bcu-lhag-sogschen-po-hor-

yul-gyi-dpon-chendanskye-rguhi-tshogs-rnamsrje-hdi-nid-kyi-lun-rtogs-kyi-yon-tan-bsamgyismi-

khyab-pasyid-dranstopadmahi-mtsholarkan-drug-gi-hdu-hgodltar"9>

cc外(蒙 古)の49旗 の 大 守
,人 民 と,カ ル カ 部 のja-sag(札 薩 克)50余 等,大 蒙 古 国 の 大 守 な ら び に 人 民 達

は,こ の 師 の 教 え の 功 徳 想 に よ る 不 可 思 議 に よ りて 化 導 せ ら れ た が,(そ の 様 は),あ た か も蓮 華 の 池 に 六 足

(の 昆 虫)が 群 が る が 如 くで あ っ た 。"

そ して,此 のガワンに対する論功行賞の意味を含めて,北 京版西蔵大蔵経には甘丹両部に続い

て,続 篇西蔵選述部 として,宗 喀巴の全書にならべて,162巻 から巻末の164巻 までを章嘉全書

(Lcan-skyaBkah-hbum・ 慈国師百千法語)と して収録 したのである。チベ ット仏教史,あ る

いは教学史の立場から,宗 喀 巴と並べてガワンの全書を収める程,ガ ワンの位置を高 く評価する

ことは客観的な措置とは考えられず,こ こにも,清 朝の北京版開版の意図を明瞭に し得るのであ

る。

か くて,そ の初めに当っては,ひ たすら武力によって蒙蔵離間策を計 り,チ ベ ットに蒙古民族

の手が伸びることを阻止 しようとした清朝が,広 大な蒙古平野 と険阻なチベ ット高原に,徒 らに
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兵力の消耗を繰 り返すよりは,"達 頼剌麻随地 と安禅せば,王 師遠渉の労を免れん"i°)と,政策の

転換,す なわち宗教政策によるチベ ットの独 占を意図 したところから,章 嘉剌麻ガワンの利用,

そ して北京版の開版 となって現われたのである。清朝による北京版西蔵大蔵経開版事業の第一義

的目的はここに存 したのである。

3

北京版の開版が清朝の蒙蔵離間策の武力から宗教政策による転換をその第一義的理由とするな

ら,こ れに附随 して副次的に存在 した他の幾つかの目的 ・理由をも列挙することができるのであ

る。

その第1は 清朝の漢民族に対する一政策としての攘夷思想の排除であった。周知のように,漢

民族が自民族の文化と歴史の伝統を誇 り,四 周の異民族はすべて文化的に低劣な蛮族と看做す傾

向には顕著なるものがあった。 したが って,明 王朝に滅亡 を齎らした李自成 を討伐 し,や がては,

この討伐軍に参加 して功あった呉三桂を中心 として惹起された三藩の乱を平定 し,さ らに台湾に

鄭氏を減ぼ して,台 湾を含む中国全土を武力によって支配 し,清 王朝を確立 した満洲族の支配者

達にとっては,満 洲族を含む,漢 民族以外の一切のいわゆる辺境民族がそれぞれに独 自の文化を

持ち,必 ず しも漢民族のいう蛮族ではないとい う事実を,漢 民族に対 して周知せ しむ ることがま

た,漢 民族を統治する上で重要な政策であった。この事は裏がえ していうなら,満 洲族出身の清

朝の漢民族に対する文化的劣等感をみずから排除 しようとする努力の現われでもあった。そ して,

この劣等意識排除の行為が満洲族以外の一切の被征服民族,特 に漢民族に対 して数度に亘って執

拗に,辮 髪令を強制 して11),満 洲族の慣習に同化させ ようと努力し,ま た,明 朝の治世を回顧 し

て清朝を誹謗する傾向のある著作活動を弾圧する等iz)の挙に出たのである。そ して,清 朝自体は

康熙治下の`古 今図書集成'・`佩文韻府'・`淵鑑類函'・`康煕字典'等 の出版,な らびに乾降による

`四庫全書'の 編纂等
,文 化事業の推進を大いに振興 したのであった。被征服民族である漢民族に

対 して,こ のような統治方針を採用 した清朝にとっては,甘 ・丹両部のチベ ット大蔵経全168巻,

所収経典 ・論書総数6453と いう厖大な一大叢書の開版 という大事業の逐行は,漢 民族に対 して清

朝の行う文化事業のスケールの巨大さを誇示 し,一 面では唐朝以来,吐 蕃の名で漢民族に知 られ

るチベ ット民族の有する仏教理解が,漢 民族のそれに勝 るとも劣らぬ事実を漢民族に周知せしむ

る好個の材料 となり得たのである。このような理由があったからこそ,長 い年月と厖大な労力,

そして莫大な財力を投入 してまで,清 朝はチベ ット大蔵経の開版に踏み切 ったのではなかろうか。

副次的理由の第2に,清 朝文化,特 にその学問の在 り方の特色として,一 種の原典主義が在 っ

たのを挙げる事が出来よう。周知のように,清 朝の学問は明朝以来の朱子学を中心 として,こ れ

を軸 とする体制儒学,そ れに,清 朝の世となって大いに興隆した考証学をその特色 とするのであ

る。本来,清 朝治下における考証学の興起は,清 朝によって征服された漢民族が,明 朝滅亡の所

以を反省 したなかから生れたものであった。すなわち,明 の滅亡は,そ の直接的原因はもとより

明朝の疲弊とそれに伴 う明朝の満洲族に対する軍事力の劣勢によるものであったが,遠 因にっい
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ては,漢 民族文化の堕落 特に学問の存 り方がこれを招いたという反省が生れたのであった。彼

等,漢 民族の文化人達は,宋 朝が異民族の蒙古民族によって滅ぼされ,明 朝が満洲族に滅亡 され

たのは,宋 朝以来の朱子学の弊によるもので,隋 唐代のように純粋な中国思想によって四書五経

の研究に当れば,お のずか ら漢民族の意識の昂揚も可能であったのが,朱 子学とい う,中 国本来

の思想の上に外来の仏教思想の混入 したものを学問の中心として来たところから,漢 民族の文化

の堕落がはじまり,や がては漢民族に対する異民族の侵略とい う事態が生れたとするのであった。

事実,そ の創始者朱子の生存中は偽学といわれ,迫 害を受けた朱子学が,元 明清の三代に亘って

官学としての地位を保障されるや,次 第に体制儒学としてのマンネ リズムに陥り,こ れに飽足ら

なさを覚えて知行合一をスローガンとする実践的な陽明学が抬頭 したのであったが,陽 明学も,

その祖王陽明はす ぐれた思索家であるに留まらず,政 治思想家としても実践哲学の大系を生み出

した偉人であったが,そ の末流に及んでは,特 に外的な理の本体の究明よりは,寧 ろ,内 的な心

の本体にふれようとするいわゆる,王 学左派の人々は仏教,就 中,禅 宗の教義をとり入れて,禅

学流の語録の採用に熱心であった。この結果,経 書よりは語録 と,語 録を重視するあま り,そ の

根本に在る経書を軽視する風潮が強かった。宋末から明朝代にかけての,こ のような学問の在 り

方のなかで,古 典中心主義的な儒学が抬頭するに至 ったのである。然 しながら,清 朝の世 となっ

て,官 学として科挙のための必須科目である朱子学を批判 した り,ま しては,漢 民族の文化 ・学

問の復興を叫ぶ ことは簡単にな し得 る事ではなかった。そこで,原 典に帰れのスローガンをかか

げ,宋 学の概念性を否定 しようとする漢民族文化人達は,考 証学をその武器 として文献学的な立

場から,古 典の整備 を文学 ・音韻 ・訓詁の研究から行 ったのであった。か くて,彼 等の努力は考

証学の隆盛を招来 し,清 朝も乾隆帝治下となっては考証学は学界の主流を占め,乾 隆帝 自身も考

証学を理解 し,大 いにこれを奨励するに至 ったのであった。清朝代における学問のこのような風

潮が,仏 教についてはその基本 とな る経論を訓詁学的に整備 ・編纂 して,そ の集大成 としての大

蔵経の開版 を行わ しむ るという事 も,学 界の一般的風潮のなかで当然の帰結 としてな し得たので

あった。

副次的理由の第3と して,清 朝の経済力の豊かさを挙げなければならない。もとより,清 朝は

その草創期においては,版 図拡張のための軍事費の拡大と,中 国本土平定後は漢民族鎮撫のため

の減税政策,す なわち明末にその財政上の赤字補槇のために行われた付加税を全廃 し,人 頭税を

減額する等の措置を講 じたので,そ の財政は必ず しも楽観出来る状態ではな く,宮 廷費を中心 と

する官費の節減によって遣 り繰 るのがその実状であ った。このような状態が打破 され,康 煕 ・雍

正 ・乾隆三代に亘る清朝の栄光が確立されたのは,専 ら,清 朝の貿易振興策による財力の好転に

よったものであった。すなわち,台 湾における鄭氏征伐以前にあ っては,こ れを海上封鎖する意

味からも,広 東を除 く一・切の港湾は閉鎖され,外 国貿易はすべて禁止されていたが,台 湾掃討に

おいて,そ の海軍を提供 して清朝を援助 したオランダに対 して対中貿易を許可 した清朝は,こ の

後,大 いに外国貿易を奨励 し,そ の結果,中 国におけるさまざまな生産物は高価で諸外国に売れ,

当時,中 国において正貨とされていた銀の保有量は年々,中 国国内で増加の一途 をたどり,中 国
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歴代中,海 外貿易の振興による輸出超過の未曽有の好況期を迎えたのであった13)。このような清

朝の国際環境の好転に伴 う財政上の隆盛も亦,チ ベ ット大蔵経の開版とい う,莫 大な費用を必要

とする大事業を完成 させた重要な理由といえるのである。

む す び

清朝による康熙版の北京版西蔵大蔵経の開版が,チ ベ ッ ト仏教を利用 しての蒙蔵離間策の一一環と

して行われ,ま た,そ の開版が当時における清朝の漢民族に対する,辺 境民族としての一種の統

治政策としてなされ,さ らにそれが清朝文化の隆昌期における学問の風潮のなかで,清 朝の潤沢

な財政力を裏づけとしては じめて可能であった事,以 上の如 くであった。が,こ のような理由と

経過によって,そ れがなされたにせよ,チ ベ ット大蔵経開版史の上から,こ れを眺める時,こ の

開版はその歴史を劃する一大偉業といわな くてはならない。すなわち,チ ベ ット大蔵経の名は,

遠 く14世紀の20年代前後に,ナ ルタン古版の開版がなされたといわれているが,こ のナルタン古

版をは じめとして,北 京版以前の開版 と称 されるツェルパ(Tshal-pa)・ リタン(Li-than)・ 永

楽 ・万暦等の各版が何れも現存せず,そ の開版の歴史的事実に関 してさえ不明の点が多い事実か

らいっても,こ のいわゆる康熙版こそ,ま さに本格的にチベ ット大蔵経として開版された最初の

甘丹両部を完全に具備 した大蔵経 ということができるのであ り,中 国本土においてこればなされ

た事によって,あ る点ではこれに倣 う意味で,今 日,わ れわれが現に見ることのできるデルゲ ・

ナルタン新版ならびにラサ版等のチベ ット大蔵経がチベ ット本土内で18世紀から20世紀にかけて

開版されるに至ったのである。このように考える時,そ の開版の根拠は何れにあれ,北 京版西蔵

大蔵経がチベ ットにおける大蔵経開版史の上で占める位置は極めて重要であるといわねばならな

いであろう。

〔註〕

1)西 蔵大蔵経研 究会 刊`西 蔵大 蔵経'151,目 録部P.51・52・303・304・385

2)こ の法 と対 比 して興味深 く見 ることの出来 るのは,清 朝に よって行 われたダ ライ冊立法 た る駐蔵大 臣立

合いの もと,金 製の甕のなかか ら金 製の箸で候補者 の名札 を摘み とる方法 であ る。

3)同 上`西 蔵大蔵経'P.1,4枚 目 ・P.51,2枚 目。
ム

4)清 朝 のチベ ッ トに対す る侵入については,`印 度学仏 教学研究'9の1所 載 の拙 稿Cfチ ベ ッ トに対す る清

朝 の侵入理 由について"参 照。

5)特 に,チ ベ ッ ト民族 にとって宗教的に も政治的に も至厳 に して最高の存在であ るダライラマ制 を外部か

ら作 り上げる上 で最 も協力 した のは蒙古民族であ った。そ の真意 が何処にあ ったかは別 と して,こ の理由

に よって,チ ベ ッ ト民族 は蒙古民族 こそ,ラ マ教 の最高 の理解者 と考 えてい る。

6)生 活社刊,興 亜 書院 政務部訳,魏 源`聖 武記'P.257～P.262

7)嘉 章 ラマ,チ ャンキ ャについては`日 本仏教学会年報'第28号 所載,拙 稿 ミくチベ ッ ト仏教 の在 り方"参

照。

8)文 聖舎刊 橋本光宝編 阻jigs-mednams-mkha5mdsad-pahiHor-chos-byun:西 蔵文蒙古喇嘛教史"

P.249～P.253

9)同 上本P.251

10)上 揚 魏源 聖 武言げP・262。 なお・聊合書院版`清 史稿'P ・1674,藩 部8,西 蔵 の項 にはec唐 古特 二
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有療癘浮_腫,二 難久_處 。 青海 蒙古 皆憚 レ進 レ藏。 慫二恵(慂)達_頼 奏 二可随 地安_憚 。"と あ る。

11)上 掲本`聖 武記'巻1,開 国龍興記4に はcc順 治元年 四月,令 を関 内兵民 に下 し,皆 薙髪 せ しむ"ヒ洞 二

年六月,令 を海 内に下 し,薙 髪 して衣冠 を易 え しむ""同 三年六月,又,此 の時薙髪令下 る"。 と頗繁 に辮

髪強要の法令が布かれた ことが記 されてい る。

12)史 上有名な明史の獄 ・南 山集の獄等は,そ の顕著 な実例 である。

13)三 藩の乱平定後,満 洲 の地 か ら当時 のロ シヤ人 を掃討 しよ うと出兵 したのも,財 政的余裕 が清朝 に生 じ

たか らであった。

(一般教育教授)
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